
 

 

令 6 年９月１２日 vol.１２９ 

東京都公立幼稚園･こども園ＰＴＡ連絡協議会 

会長  初澤 美香     

 

９月 1２日（木）ちよだパークサイドプラザにて、令和６年度第１回理事会が開催されました。 

 

 

 

1．会長挨拶 （初澤会長）  

 みなさん、おはようございます。長い夏休みが終わり、ほっとしている方もいるのかな？と思いますが、いかがお

過ごしでしたか？ 

私は、夏休みに、全幼 P の全国大会に参加してきました。そこで、再発見した言葉は、「非認知能力をはぐくむ教

育」ということでした。公立幼稚園・こども園のアピールポイントだともいえると思います。非認知能力、コミュニ

ケーション能力や意欲など、つまり一言でいえば、生きる力。一方で、認知能力は知識、つまり学力とも言えます。 

私の息子の幼稚園のときのエピソードを紹介させてください。 

みなさんのお子さんが通う公立幼稚園・こども園でも、植物を育てたり、生き物を育てたりしていると思います。

息子が年長のとき、カブトムシの幼虫をふ化させて成虫になったら育てていました。数か月たって、いよいよ成虫に

なって、入れ物に入れてカブトムシに餌をあげて育てようという矢先に、なんと、息子のカブトムシは、外に飛んで

行ってしまったのです。息子は、先生に言えば、予備のカブトムシをもらえるぐらいの気持ちだったようです。 

しかし、先生からは「どうやったらカブトムシを見付けられるかな、考えてみて」というお題をもらったのです。当

時、絵もうまく書けない、字も書けない息子に、先生は、ポスターを作って、幼稚園の周りや併設の小学校に張り紙

をして、捜索すればよいのではないかという方向に導きました。クラスの有志でポスターを作り、小学校の校長先生

にも捜索を依頼すべく、ポスターをもってお願いに行きました。その話を聞いた私は、見付けることができるのかし

ら？と心配でした。 

その事件が起きたのが金曜日、そして、週明けに登園すると、カブトムシが発見されたというのです。他の学年の

子が、幼稚園の外の植え込みの近くで見付けてくれたのでした。私は奇跡だと思いました。 

その後、カブトムシになじみが薄かった息子も、大切にカブトムシのお世話をすることができました。この一連の

経験は紛れもなく、息子の非認知能力を育む経験になったと実感しています。 

 このような学びをさせてくれるのは、やはり、公立幼稚園・こども園の先生の指導あってのことだと思います。 

みなさんもお子さんの幼稚園生活でこのような再発見があるかもしれません。 

 

 

2．園長会挨拶 （鳥居園長会副会長） 

 本日は、お忙しいところお集まりいただきましてありがとうございます。各園では、夏前まで PTA の皆様に様々に

ご協力いただいて、子どもたちがきっと楽しい活動を展開したのではないでしょうか。 

 本園は 7 月に PTA の皆さんが「こどもまつり」を開いてくれました。キャラクターのピンを倒すボーリング、木に

止まっているパウチした虫を取る虫捕り、シールを貼ったり模様を描いたりして作るクラゲヨーヨーの 3 つのコーナ

ーをまわるのです。以前は、6つのコーナーがあり、準備も大変だと話していたので、相談して3つに減らしました。

しかし、前の日からこどもたちはとても楽しみにし、当日も大満足でした。各園でも園にとって大切な行事ではあり

ますが、園の先生に相談して、持続可能な工夫をして PTA 活動を進めていただければと思います。 
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3．都幼 P 役員活動報告 

 ６月２５日～２８日 東京都安全・安心まちづくり協議会［幹事会］（書面開催 / 板垣） 

６月２６日 都幼 P 親子フェスタ！準備委員会（オンライン / 鳥居・穴原）  

 ７月 ３日 東京都安全・安心まちづくり協議会［総会］（オンライン / 板垣） 

７月１２日 オンラインサロン 講師：本藤克子  

（オンライン / 初澤・堀端・上野・板垣・数土・須藤・宇田川・鳥居・穴原） 

７月１９日 都幼 P 親子フェスタ！台東区へ挨拶（初澤・鳥居・穴原） 

 ８月 ２日 全幼 P 第１回理事会・情報交流会（ホテルマリンパレスさぬき / 初澤・板垣・鳥居） 

 ８月 ３日 第６２回全国国公立幼稚園・こども園 PTA 全国大会 香川大会 総会・大会 

                          （ホテルマリンパレスさぬき / 初澤・板垣・鳥居・穴原） 

 ８月２７日 都幼 P 親子フェスタ！実行委員会 

        （台東区リバーサイドスポーツセンター / 初澤・上野・八木田・堀端・須藤・鳥居・橋本・穴原） 

９月 ３日 第１回女性も男性も輝く TOKYO 会議（オンライン / 数土） 

９月 ４日 都幼 P 第１回役員会（ちよだパークサイドプラザ ）                       

９月１２日 都幼 P 第１回理事会（ちよだパークサイドプラザ ）  

 

●オンラインサロンについて（上野副会長） 

７月１２日に、第二回オンラインサロンが開催されました。 

子育て中のパパママへ向けて学習コーチング・カウンセリングをされている都幼 P 顧問の本藤克子さんを講師に

「親子のよりよいコミュニケーション」についてお話を伺いました。 

子どもとのコミュニケーション、コーチングと聞くと、親からの声掛けや誘導というイメージがありました。しか

し、親からの働き掛けよりも、子どもの声を聴く、力に気付く、サポートする姿勢が大切であるという学びがありま

した。 

オンラインサロンでは今後も今回のような学びの場をはじめ、参加者同士の情報交換の機会など企画していく予定

です。是非お気軽にご参加ください。 

 

●第１回女性も男性も輝く TOKYO 会議について（数土副会長） 

９月３日オンライン（teams）にて参加いたしました。 

東京都の男女平等参画推進への取り組みについて、話がありました。女性の就業率は学校を卒業し就職後（正規雇

用）、出産育児で離職し、育児が落ち着いて再就職するときは非正規雇用の傾向があり、大きな問題です。それを改

善していくには、育児や介護は女性がするものという意識を変える（ジェンダーギャップの解消）、テレワークなど

柔軟な働き方を取り入れ女性が働き続けられる環境づくりが必要です。 

東京都では、メディアへの発信やイベントの開催などの啓蒙活動、女性が活躍しやすいとりくみを行っている企業

の表彰などを実施しているそうです。 

また、日本人は欧米に比べて理系学部に進む女性が少ないので、女子中高生向けに、エンジニアなど理系分野の仕

事をする女性社員を訪ねるオフィスツアーも行っていて、大変人気があるそうです。子どもが将来どんな仕事に就き

たいか、具体的に考えるよい機会になりそうですね。 

 

 

4．全幼 P 全国大会について 

第６２回 全国国公立幼稚園・こども園 PTA 全国大会 香川大会 

大会主題「子どもの未来 語るけん！考えるけん！うどん県！」 

８月２日 役員会・理事会・情報交流会 

８月３日 総会・大会 



●全国大会全般（初澤会長） 

8 月２日、３日に香川で行われた全幼 P は（全国国公立幼稚園・こども園 PTA 連絡協議会）の全国大会に参加しま

した。 

１日目には、全幼 P の理事会があり、都幼 P からは、鳥居園長先生、板垣さん、初澤の３人の理事が参加しまし

た。来年の岩手県の全国大会の後、東京など集まりやすい都市で開催する形になりそうです。夜には、情報交換会が

あり、他県のメンバーや、地元香川の保護者の皆さんと懇談することができました。 

 ２日目は、総会、基調講演、提案発表、そして、文部科学省の方からのお話などがありました。詳しくは、冬頃発

行される全幼 P 便りをご覧ください。 

提案発表については、今年は、東京から代表で北区立うめのき幼稚園の須藤さんが発表してくださいました。 

 

●提案発表（須藤副会長） 

「子どもたちにありがとうをつたえたい」 ～子どもたちの健やかな成長のために親子でつないできたこと～ 

 東京都北区立うめのき幼稚園 令和 5 年度 PTA 会長 須藤 あづさ  

 

うめのき幼稚園のある東京都は、全国で最も多い約 1400 万人が暮らす世界有数の大都市です。うめのき幼稚園は

北区の西南部の赤羽地区にあり、梅木小学校の敷地の中に幼稚 園があります。閑静な住宅街の中にあり、果実のなる

植物が１５種類にのぼり、季節ごと に生き物や自然の恩恵を見付けるのが子どもたちの楽しみです。 

うめのき幼稚園の PTA 活動は絵本ランド、親子ネーチャー、カレーパーティ―など、年間を通して活動しています。

うめのき劇場はこの中の PTA活動の中でも最も長い歴史をもった PTA活動です。子どもたちの園活動「生活発表会」

を見て、心を動かされた保護者が「子どもたちにお返しをしたい」「ありがとうの気持ちを伝えたい」という想いか

ら始まった活動です。保護者が主体となり子どもたちに催し物を披露する場で、「お母さん劇場」として誕生しまし

た。現在も、年間１回開催されています。 

園児の情操教育によい影響を与える活動として 40 年もの間、続けられてきた PTA 活動ですが、うめのき劇場が抱

えていた課題が、その年その年にありました。それが、保護者にとって負担感となり、うめのき劇場の継続が困難と

言われた時代もありました。 

ですが、歴代の多くの先生方が温かく見守り、歴代保護者をサポートしてきました。歴代の保護者が先生方と話を

し、尋ね、聞き、たくさんの楽しみの知恵を得て、うめのき劇 場を充実させてきました。また困った時、未曽有の危

機が見舞った際には、対応は先生にお任せをし、安心してうめのき劇場に取り組んでいく環境が整いました。 

保護者からの、子どもたちへの愛情が基になり、伝えたい想いとともに、うめのき劇場は、保護者の受け止め方次

第でやりたいと思える活動となっていると思います。  

先生方、歴代保護者の工夫をしてきた結果、うめのき劇場は絶えずに４０年間継続してきました。 

令和４年度、令和５年度うめのき幼稚園で子どもとともに過ごし、うめのき劇場に出会えました。私自身子どもた

ちの感激と喜びを間近で感じることができたことは、私の心が動かされる体験であったと感じています。子どもたち

への愛情が基になっているうめのき劇場の思い出が、子どもたちの心の栄養になり、健やかに成長していけますよう

願っています。 

 

 

5．都幼 P 親子フェスタ！～のびのびキッズ大集合～について 

ふれあい研修会 

「心も体も健やかに！親子でふれあい遊び」 ツボタマン（坪田潤一郎氏）によるふれあい遊び 

  日時 ９月２３日（月・振休）１０:００～１１:３０ 

  会場 台東区リバーサイドスポーツセンター 体育館 

 

 



6．広報誌について 

 親子フェスタ！記事（台東区） 

 幼稚園紹介（中野区、板橋区） 

 令和７年２月 ホームページに掲載予定 

 

7.その他 

 次回理事会の後に、オンラインサロンを開催いたします。オンラインサロンは、会員の方はどなたでも参加可能です。 

（事前申し込みあり） 

 

 

※次回理事会開催について 

令和 6 年１２月１２日（火） ９時３０分～１０時１５分 第２回理事会 （オンライン） 

              １０時３０分～１１時３０分 オンラインサロン （オンライン） 

 


